
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

501,824 600,000 1,101,824

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

1,000,000 1,188,001 200,000 300,000 400,000 3,088,001

1,000,000 1,000,000 0 0 0 2,000,000

うち県交付金 499,999 500,000 0 0 0 999,999

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

1,000,000 1,188,001 200,000 801,824 1,000,000 4,189,825

1,000,000 1,000,000 0 500,000 0 2,500,000

うち県交付金 499,999 500,000 0 250,000 0 1,249,999

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

佐野市

1
関係人口増加のた
めのコミュニティ強
化事業

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2
サイクルタウン佐
野構築事業

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和５年度 令和６年度 令和７年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①炊出し訓練
②防災講習
③はねやすめ（拠点施
設）の環境整備

①炊出し訓練
②防災講習
③はねやすめ（拠点施
設）の環境整備

①炊出し訓練
②防災講習
③はねやすめ（拠点施
設）の環境整備

0 501,824 600,000 1,101,824 600,000

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 1,824 600,000 601,824 600,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

連絡先

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に 係 る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

事業主体の名称

事 業 名

市 町 名 佐野市

関係人口増加のためのコミュニティ強化事業

閑援隊

川元功史

佐野市閑馬町913-20

・団体の目的：将来にわたって地域住民が暮らし続けることができるよう、地域の課題解決のためのコミュニティの確立（地域
運営組織の形成）を行うこと
・設立年月日：2018年4月1日
・構成員等：約30名

事業内容

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【目標】時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守る
【KPI】これからも佐野市に住み続けたいと思う市民の割合（％）
　　　77.8 ％（H30年度） → 78.7 ％（R6年度）

少子高齢化が進み、増加する自然災害に、地域が連携して対応できるのか不安が拭えない。昨年末、この地域で山火事が
起きた際も、初動をどうするべきか分からない人がほとんどで、連携がとれていなかった。中山間地域であるため、災害発生
時は公的な支援が届くまでに時間がかかるので、初期の対応は地域で連携して取り組む必要があるものの、移住者が比較
的多く、学校の父兄同士のつながりはあるものの、コミュニティがまだまだ希薄である。

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的

閑援隊として、色々取り組んだが、巻き込む範囲が限定的であったので、より身近な事業（誰もが関係し直面する可能性があ
る災害対応という切り口から）を行うことで、地域の連携を図り、コミュニティの強化、更には関係人口の増加に繋げていきた
い。移住者が多いので、もっとコミュニティを強化して外部からの人を受け入れる体制を整え、農泊やワーケーションで受入
れを進め、移住に繋げるようにしたい。

事 業 概 要

【令和６年度】
①炊出し訓練
炊出し訓練：閑援隊が栽培している食材を用いることにより閑援隊の取組みを知ってもらうきっかけを作る。カレーライスと豚
汁を調理し配布した。40名が参加し、自主防災意識を高めた。
②防災講習
佐野市消防団の副団長を招いて講習を実施した。30名が参加した。
③はねやすめ（拠点施設）の環境整備
農泊やワーケーション等、関係人口の増加に繋がる活用を見据え、老朽化している箇所を整備（玄関ドアおよび窓ガラス）し
た。

【令和７年度以降】
①炊出し訓練（継続）
②防災講習（継続）
③はねやすめの環境整備をし、農泊・ワーケーションの実施につなげる



別記様式第１号－３

　※事業主体が地域づくり団体等の場合のみ記載すること。

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

箇条書きで記載

0

0

うち県交付金 0

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 0 0 0 0

幹事市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事業主体の概要

・団体の目的：
・設立年月日：
・構成員等：

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）　　　　　　　幹事市町のみ
【連携事業】

事業主体の名称※

代表者の名称※

幹 事 市 町

構 成 市 町

事 業 名

事業主体の所在※

事業内容

当該事 業 に 係 る
地域の現状と課題

地域の特徴・現状・課題等（事業の内容と関連するもの）を記載

事 業 目 的

事業の目的を簡潔に記載

事 業 概 要

当該年度の実施内容及び各市町の役割分担、翌年度以降の取組等を簡潔に記載

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

構成市町の戦略から抜き出して記載

連絡先

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

1,824

501,824

２　支出の部

県交付金

117,324 117,324 58,662 0
防災用かまど、寸胴、コンク
リートブロック、テーブル等

0 0

0 0

20,000 20,000 10,000 0
講師料

364,500 362,676 181,338 1,824
はねやすめ修繕（玄関ドア、
窓ガラス）

0

0

0

0

0

501,824 500,000 250,000 1,824

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

科目 備考

市補助金

自主財源

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

佐野市

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

関係人口増加のためのコミュニティ強化事業

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

備品購入費

予算額
（精算額）

消耗品費

委託費

報償費

修繕費


